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市
は
、
こ
れ
ま
で
現
在
の
ご
み
最
終
処

分
場
で
、
燃
や
せ
な
い
ご
み
の
埋
立
処
理

な
ど
を
行
う
と
と
も
に
、
市
民
の
皆
さ
ん

と
一
緒
に
、
資
源
ご
み
の
分
別
回
収
や
大

型
ご
み
の
再
利
用
、
環
境
に
や
さ
し
い
取

り
組
み
な
ど
の
ご
み
処
理
を
進
め
て
き
ま

し
た
。

　

し
か
し
、
平
成　

年
３
月
に
は
、
現
在

２７

の
ご
み
最
終
処
分
場
は
使
用
期
限
を
迎

え
、
そ
れ
ま
で
に
は
新
し
い
処
分
場
を
建

設
す
る
こ
と
と
な
り
ま
す
。

　

そ
こ
で
市
は
、
昨
年
の　

月
に
、
ご
み

１０

処
理
方
法
や
最
終
処
分
地
な
ど
、
今
後
予

想
さ
れ
る
課
題
を
明
ら
か
に
し
、
ご
み
処

理
の
あ
り
方
の
方
向
性
を
見
出
し
て
も
ら

う
た
め
に
設
置
し
た「
き
れ
い
な
ま
ち
づ

く
り
検
討
会
議
」に
、
近
年
の
環
境
対
策

技
術
の
向
上
に
よ
る
新
た
な
処
理
方
式
や

胸
市
民
の
皆
さ
ん
と
岩
見
沢
モ
デ
ル
を
構
築

　　
基
本
理
念　
「
市
民
・
事
業
者
・
行
政
が
そ
れ
ぞ
れ
の
役
割
を
明
確
に
し
、
ご
み
処
理
に
対

し
、
自
覚
と
責
任
を
」

　
基
本
方
針　

煙
減
量
・
再
利
用
・
リ
サ
イ
ク
ル
の
推
進

　
　
　
　
　
　
煙
技
術
的
・
環
境
的
・
経
済
的
な
観
点
か
ら
最
も
合
理
的
な
処
理
施
設
の
整
備

　
　
　
　
　
　
煙
生
ご
み
は
埋
め
立
て
し
な
い

　
提
　
　
言　

算
ご
み
の
減
量
化
の
支
援
・
施
策
・
制
度
の
強
化

　
　
　
　
　
　
算
生
ご
み
を
「
埋
立
」
か
ら
「
燃
や
せ
る
ご
み
」へ

　
　
　
　
　
　
　
　
　

燃
や
せ
る
ご
み（
生
ご
み
を
含
む
）は
、溶
融
処
理「
熱
分
解
ガ
ス
化
溶
融
炉
」

　
　
　
　
　
　
　
　
　

燃
や
せ
な
い
ご
み
は
、
大
型
破
砕
選
別
施
設
の
導
入
に
よ
る
埋
立
量
の
削
減

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
【
溶
融
処
理「
熱
分
解
ガ
ス
化
溶
融
炉
」を
選
択
し
た
理
由
】

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

煙
単
独
処
理
シ
ス
テ
ム
に
よ
る
処
理
方
式

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

煙
建
設
費
・
維
持
管
理
費
が
相
対
的
に
安
価

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

煙
最
終
処
分
量
が
少
な
い

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

煙
再
生
処
理
物
の
再
資
源
化
が
比
較
的
可
能

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

煙
現
状
の
２
大
分
別
内
の
品
目
の
変
更
で
対
応
可
能

き
れ
い
な
ま
ち
づ
く
り
検
討
会
議
　
答
申
概
要



ご
み
の
減
量
・
再
生
利
用
、
自
然
環
境
に

や
さ
し
い
処
理
で
、
当
市
に
最
も
適
し
た

ご
み
処
理
の
あ
り
方
を
諮
問
し
、
今
年
の

３
月
に
答
申
さ
れ
ま
し
た
。

（
答
申
の
概
要
は
２
ペ
ー
ジ
を
参
照
）

今
後
の
ご
み
処
理
の
あ
り
方

　

市
は
こ
の
答
申
を
受
け
、
４
月
、
新
た

に
環
境
部
を
設
置
す
る
と
と
も
に
、
全
国

の
ガ
ス
化
溶
融
施
設
を
持
つ
自
治
体
へ
の

ア
ン
ケ
ー
ト
調
査
や
、
道
内
の
施
設
を
視

察
し
て
き
ま
し
た
。
そ
の
中
で
施
設
に

よ
っ
て
は
ト
ラ
ブ
ル
が
発
生
し
て
い
る
こ

と
や
、
当
初
の
予
定
よ
り
燃
料
費
が
か
か

る
と
い
う
施
設
が
あ
り
ま
し
た
。

　

そ
こ
で
、
ガ
ス
化
溶
融
施
設
と
同
様

に
、
単
独
処
理
で
評
価
が
高
か
っ
た
焼
却

施
設（
ス
ト
ー
カ
炉
）も
含
め
、
今
後
の
岩

見
沢
市
の
ご
み
処
理
を
ど
の
よ
う
に
進
め

て
い
く
か
を
検
討
す
る
こ
と
と
し
ま
し

た
。
こ
の
こ
と
を
含
め
、
こ
れ
か
ら
の
新

し
い
ご
み
処
理
の
あ
り
方
と
し
て
、
総
合

的
な
環
境
行
政「
岩
見
沢
モ
デ
ル
」（
案
）を

ま
と
め
ま
し
た
。

岩
見
沢
モ
デ
ル
（
案
）

　

市
が
従
来
よ
り
掲
げ
て
い
る
ご
み
処
理

三
原
則
を
基
本
と
し
、
き
れ
い
な
ま
ち
づ

く
り
検
討
会
議
の
答
申
を
尊
重
し
つ
つ
、

建
設
や
施
設
維
持
に
か
か
る
費
用
、
今
後

の
環
境
に
与
え
る
影
響
を
考
慮
し
て
、
ご

み
処
理
の
あ
り
方
を
総
合
的
に
考
え
て
い

く
も
の
で
、
次
の
４
つ
の
コ
ン
セ
プ
ト
を

基
本
と
し
て
、
具
体
的
な
取
り
組
み
を
展
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（単位：億円）

1 年 間 の
維持管理費
（参考）

総コスト処理方法

計
維持
管理

施設
整備

生ごみ
以外

生ごみ

５.３現　　　　　在

６.６１９９９９１００焼　　　　　却

７.２２０４１０７９７ガ ス 化 溶 融

９.３２３４１４０９４炭　　　　　化

１０.８２８８１６２１２６高温高圧燃料化

７.８２２０１１６１０４焼　却堆肥化

８.１２２４１２２１０２溶　融堆肥化

９.５２４３１４３１００炭　化堆肥化

１０.２２７１１５３１１８高温高圧堆肥化

７.５２１９１１２１０７焼　却バイオ

７.８２２３１１８１０５溶　融バイオ

９.２２４２１３８１０４炭　化バイオ

９.９２７１１４９１２２高温高圧バイオ

熱
分
解
ガ
ス
化
溶
融
炉
と
は
…

　

ご
み
を
熱
分
解
し
て
、
そ
の
際
に
発

生
す
る
ガ
ス（
１
千　

℃

以
上
）を
回

３００

収
し
、
そ
れ
を
利
用
し
て
炭
化
し
た
ご

み
を
溶
か
す
。
溶
か
し
た
後
に
生
成

さ
れ
る
ス
ラ
グ
は
、
砂
利
や
砂
の
代
わ

り
と
し
て
利
用
が
可
能
。

ス
ト
ー
カ
炉
と
は
…

　

ご
み
に
高
温（　

〜　

℃
）の
空
気

８００

９５０

を
供
給
し
燃
や
す
。　

焼
却
灰
は
セ
メ

ン
ト
の
原
料
と
し
て
リ
サ
イ
ク
ル
が

可
能
。

各処理方法に必要な施設の整備費と
１５年間の維持管理費の試算額の比較

今後のごみの処理量の推移

　プラスチック製容器包装のリサイクルの実施などによ
り、資源ごみの量が増加し、燃やせるごみと燃やせないご
みは減少すると推測し、平成２７年度から新しい中間処理
施設を稼動させることで、生ごみを燃やせるごみに分別す
ると仮定しています。
　そうすると、平成２７年度の燃やせるごみは、年間約
２２,０００ｔで、１日に換算すると約８０ｔの処理が必要にな
ります。

人口を８６,０００人、燃やせるごみの１年間排出量を２２,０００ｔ、１
日の排出量を８０ｔとして施設整備費を試算



開
し
て
い
き
ま
す
。

煙
市
民
と
行
政
の
協
働

　

家
庭
で
の
ご
み
減
量
、
資
源
回
収
の
強

化
、
受
け
入
れ
や
す
い
分
別
方
法

煙
環
境
教
育

　

ご
み
減
量
や
資
源
利
用
の
啓
発
と
普
及

煙
コ
ス
ト
の
最
大
限
の
圧
縮

　

単
独
処
理
施
設
、
ご
み
減
量
化
に
よ
る

コ
ス
ト
の
抑
制

煙
持
続
可
能
な
住
環
境
づ
く
り

　

将
来
の
負
担
を
減
ら
す
処
理
方
法
、
生

成
エ
ネ
ル
ギ
ー
の
活
用

４
つ
の
コ
ン
セ
プ
ト
に
　
　
　

基
づ
く
取
り
組
み

酸
ご
み
を
出
さ
な
い
取
り
組
み

　

市
民
や
事
業
所
の
皆
さ
ん
の
ご
協
力
が

欠
か
せ
ま
せ
ん
。
市
は
、
ご
み
を
出
さ
な

い
取
り
組
み
の
周
知
活
動
の
ほ
か
、
そ
の

取
り
組
み
に
対
し
て
可
能
な
限
り
支
援
を

行
い
ま
す
。
具
体
的
に
は
、
ご
み
・
リ
サ

イ
ク
ル
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
の
整
備
助
成
や
、

新
た
に
古
新
聞
や
ダ
ン
ボ
ー
ル
な
ど
の
集
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平成２２年度のごみの分別状況

燃やせるごみ
（６.７％）

燃やせるごみ
（５１.９％）

燃やせないごみ
（９.５％）

資源ごみ
（３８.６％）

　燃やせないごみ以
外が２９.１％混入して
いました

ごみを出さない取り組ごみを出さない取り組みみ

資源ごみ
（２２.４％）

燃やせないごみ
（７０.９％）

燃やせないごみ

　燃やせるごみ以外
が４８.１％混入してい
ました

燃やせるごみ

《生ごみ》
猿堆肥化容器購入助成事業の制度拡大

　今までは、１世帯最大２個まで
の助成でしたが、これからは購
入後５年以上経過した場合、更
新なども助成の対象とします。
猿ダンボールコンポストの利用促進

猿電動式生ごみ処理機購入助成事業の創設

　生ごみを投入し、電動で乾燥やかくはん等を行
い、生ごみを約１/７～１/２０程度まで減量・減容化
する機械。温風で乾燥する熱処理式、微生物の働
きで生ごみを分解するバイオ式、送風乾燥後にバ
イオ処理するハイブリッド式などがあります。
　今後、助成制度が決まり次第、お知らせします。
猿事業者の生ごみ処理機購入助成事業の制度拡大

猿学校給食共同調理所に生ごみ処理機の設置

　調理所から出た生ごみを堆肥化し、花壇などに
利用するとともに、環境教育へ連動させます。
その他の公共施設は、順次導入を検討していき
ます。

《生ごみ以外》
猿資源（集団）回収奨励補助の創設

　古新聞やダンボールなどの資源（集団）回収は、

町会（自治会）や子ども会を中心に取り組んでい

ただいてますが、その活動をさらに推進するた

め、各団体で回収した量に応じて、市から奨励補

助金を支給する制度です。

猿事業系ペーパーリサイクルの促進を支援

猿リサイクルマーケットの開催

猿ごみの祭典での中古家具や自転車の販売

コンポスト容コンポスト容器器
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団
回
収
の
支
援
制
度
の
創
設
を
行
う
な

ど
、
資
源
ご
み
の
回
収
を
市
民
と
行
政
が

協
働
し
て
行
っ
て
い
き
ま
す
。

酸
生
ご
み
へ
の
取
り
組
み

　

学
校
給
食
共
同
調
理
所
で
の
堆
肥
化

や
、
各
家
庭
や
事
業
所
で
の
生
ご
み
の
自

家
処
理
へ
の
積
極
的
な
支
援
を
行
う
と
と

も
に
、
学
校
や
地
域
と
連
携
し
な
が
ら
、

小
・
中
学
生
の
う
ち
か
ら
、
ご
み
の
資
源

化
な
ど
へ
の
意
識
を
持
っ
て
も
ら
う
た
め

の
環
境
教
育
に
取
り
組
み
ま
す
。

酸
持
続
可
能
な
住
環
境
づ
く
り

　

そ
し
て
、
こ
れ
ら
の
取
り
組
み
が
実
践

さ
れ
、
最
少
量
と
な
っ
た
ご
み
を
市
が
責

任
を
持
っ
て
収
集
し
ま
す
。
ま
た
、
燃
焼

系
の
中
間
処
理
方
法
を
採
用
し
、
そ
の
際

に
発
生
す
る
余
熱
を
最
大
限
回
収
し
施
設

に
必
要
な
電
力
を
発
電
す
る
な
ど
、
コ
ス

ト
を
最
大
限
に
圧
縮
し
て
、、
最
少
量
と

な
っ
た
残
さ
を
最
終
処
分
場
に
埋
め
立
て

て
、
持
続
可
能
な
住
環
境
づ
く
り
を
目
指

し
ま
す
。

纂　
　
　
　
　
　

纂

　

今
、
私
た
ち
の
環
境
を
め
ぐ
る
状
況
は

大
き
く
変
わ
り
つ
つ
あ
り
ま
す
。
将
来
に

わ
た
っ
て
安
心
し
て
住
み
続
け
る
こ
と
が

で
き
る
ま
ち
を
、
市
民
の
皆
さ
ん
と
行
政

が
一
緒
に
な
っ
て
作
り
上
げ
て
行
く
べ
き

だ
と
考
え
て
い
ま
す
。
こ
れ
が「
岩
見
沢

モ
デ
ル
」の
基
本
と
な
る
考
え
方
で
す
。

　

ご
み
は
、
最
終
処
分
場
で
埋
め
立
て
ら

れ
ま
す
が
、
環
境
に
与
え
る
影
響
を
少
な

く
す
る
た
め
に
欠
か
せ
な
い
の
が
ご
み
処

理
施
設（
中
間
処
理
施
設
）で
す
。

　

こ
の
こ
と
に
つ
い
て
、
個
別
に
郵
送
し

た
資
料
に
同
封
し
た
ア
ン
ケ
ー
ト
で
意
見

を
伺
っ
て
い
ま
す
が
、
７
月　

日
臥
か
ら

３０

は
市
内
９
か
所
で
市
民
説
明
会
を
開
催
し

ま
す
。
そ
の
場
で
、
市
の
検
討
状
況
を
説

明
す
る
と
と
も
に
、
市
民
の
皆
さ
ん
か
ら

　市民や事業者の皆さんには、これまでもごみの減量化にご協
力をいただいておりますが、ごみの分別や資源回収等に、より
一層のご協力をいただくことで、埋立ごみ量の削減を図ってい
きたいと考えておりますので、ご協力をよろしくお願いします。
煙資源ごみの分別を推進　ビン（無色、茶色、色つき）、缶（ア
ルミ、スチール）、ペットボトル

煙燃やせるごみの分別を推進　紙くず、木くず、布くず、糸くず
煙古新聞、古雑誌、ダンボールの町内会等での集団資源回収の
強化

　これからの岩見沢市のごみのあり方についての説明会を下記のとおり実施しますので、皆さんの参加

をお待ちしています。地域限定ではありませんので、皆さんのご都合の良い会場へお越しください。

　なお、この広報紙をご覧になった時点で、既に終了している会場があることが考えられますが、個別

に郵送でお知らせしていますので、ご了承ください。

環境への取り組みについての市民説明会

会　　　場時　間期　日

日の出コミュニティセンター（日の出台３）午後２時７月３０日臥

まなみーる（９西４）午後６時８月１日俄

上幌向地区多目的研修会館（上幌向北１－４）午後６時　　２日峨

美流渡コミュニティセンター（栗沢町美流渡栄町９３）午後２時
　　３日我

北ふれあいセンター（北３西１１）午後６時

幌向総合コミュニティセンター（幌向南１－１）午後６時　　４日牙

南コミュニティセンター（南町８０）午後６時　　５日画

栗沢文化センター（栗沢町南本町２３）午後２時
　　７日蚊

北村環境改善センター（北村赤川５９５）午後６時

市市民民や事業や事業者者の皆さんへのお願の皆さんへのお願いい



の
質
問
や
意
見
に
も
し
っ
か
り
と
耳
を
傾

け
て
ま
い
り
ま
す
。

　

ま
た
岩
見
沢
モ
デ
ル
で
は
、
次
世
代
に

生
き
る
子
ど
も
た
ち
へ
の
環
境
教
育
や
家

庭
で
の
生
ご
み
堆
肥
化
推
進
の
た
め
の
助

成
制
度
の
充
実
、
プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
製
容
器

包
装
を
は
じ
め
と
す
る
資
源
ご
み
の
分
別

強
化
な
ど
も
行
っ
て
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　プラスチック製容器包装とは、商品の包装や容器などで、対象となる商品には目印となる「プラ」の

マークが付いています。

　現在、燃やせないごみの中に含まれていますが、今後は「プラスチック製容器包装」として分別して収

集します。出し方は、袋にまとめて入れ、決められた収集日にごみステーションに出してください。収

集後は、混入物を除去し、圧縮こん包してリサイクル業者に引き渡します。

　現在、北村・栗沢地区に加え、岩見沢地区の一部町会（自治会）で実施していますが、全市一斉に実施す

る時期・分別方法は、あらためてお知らせします。

恭 プラスチック製容器包装を分別収集 恭
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　家庭から出る生ごみの減量化を図るため、生ごみ堆
肥化容器の助成制度を利用して、生ごみの減量に取り
組みませんか。
対象となる方　市内に住んでいる方で、購入した容器

を適正に維持管理できる方
対象となる容器　煙屋外で堆肥化する容器
　　　　　　　　　（コンポスト容器）
　　　　　　　　煙室内でEM菌を使って堆肥化する

容器（EMバケツ）
※堆肥化のために必要な消耗品は対象となりません。
また、電動式ごみ処理機については、制度が決まり
次第、お知らせします。
助成金の額　１個あたり購入金額の９割。ただし、上

限額は６,６００円
助成する個数　１世帯２個まで
助成申請に必要なもの　印鑑、購入したときの領収

書、助成申請書、助成請求書
※口座番号がわかるものを持参してください。
申請・問合先　市廃棄物対策課リサイクル推進係

買い換えの場合など、前回の購入日から５年を

経過すれば、再度助成を受けられるように制度

を拡大しました

家家庭庭ででのの生ごみ堆肥生ごみ堆肥化化をを応援します応援します

原料 燃燃料料


